
荘川町六厩産業廃棄物最終処分場建設反対に関する決意

私たち高山市民、そして庄川の清流とともに生きる流域の住民は、飛騨の雄大な

山々が育む豊かな自然の恵みを受け、平穏で温もりのある暮らしを先祖代々大切に

受け継いできた。

しかし今、荘川町六厩地区において計画されている産業廃棄物最終処分場の建設

計画は、私たちが心から愛する故郷の未来、そして何よりも守るべき「命の水」を

根底から脅かそうとしている。

計画地である荘川町六厩地区は、遥か富山湾へと注ぎ、私たちの暮らしを潤し続

けてきた清流「庄川」のまさに源流・水源域そのものである。

このかけがえのない聖域に巨大な産業廃棄物最終処分場が建設されれば、万が一

の有害物質の流出や、近年の激甚化する豪雨、巨大地震による崩落によって、下流

に至る広大な地域の飲み水、命を育む農業、自然とともに歩む漁業に対して、取り

返しのつかない壊滅的な被害をもたらすことは火を見るより明らかである。また、

私たちが誇りを持って育ててきた地元の安全な農林畜水産物に対する深刻な風評被

害は、地域の営みを冷酷に引き裂くものである。

先祖が守り、私たちが愛した清流と水源地は、一度汚染されてしまえば二度と元

に戻すことはできない。この美しい飛騨の自然と、安心して暮らせる緑豊かな環境

を、そのままの姿で未来の世代へと引き継ぐことこそ、今を生きる私たちの最も重

い責務である。

本日、私たちは高山市民文化会館に結集し、この大地を守るため、全国で故郷を

守り抜いた先達の闘いに学び、建設阻止に向けた固い結束を誓い合った。私たちは、

先祖への感謝と未来への責任にかけて、この故郷の安全を脅かす無謀な計画を断じ

て容認することはできない。

よって、六厩産廃処分場計画対策協議会および本日参集した私たちは、我が郷土

の誇りと子どもたちの笑顔を守るため、事業者が本計画を完全に撤回するその日ま

で、不退転の決意をもって徹底的に反対し、闘い抜くことをここに強く決意する。
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